
幼虫

Q１.

作成：山梨県農政部農業技術課 

A１.

この枝の綿毛状のものは何ですか？

チュウゴクアミガサハゴロモが産卵した痕です。

チュウゴクアミガサハゴロモは、中国原産の外来種で、様々な植物の枝や

果実に寄生することが知られています。※人体への害の報告はありません。

Q２.

A２.

なぜ除去しなければいけないのですか？

産卵された細い枝が枯れたり、幼虫が寄生することで果実の品質低下が

懸念されるからです。地域全体で卵を除去し、生息密度を下げることが、

農作物の被害低減に役立ちます。

Q３.

A３. 

どのように除去すればよいですか？

成虫（白い斑点がある）

5mm

産卵された枝を切ってください。切った枝は土中深くに埋めるか、

市町村のゴミの分別に従って処分してください。

※対応に困ったら、地域の県農務事務所や農業協同組合などの指導機関に相談してください。

ご家庭の庭や果樹園でこんな枝を見かけたら、

除去にご協力ください！

県からのお願い

～県内農作物の安定生産のため、ご協力をお願いします～

より詳しい

情報はこちら↓
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